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登
録
認
定
機
関
と
し
て

　　　　　　　　　　　　　　初
の
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
を
認
定

中
国
木
材
が
Ａ
タ
イ
プ
認
定
工
場
に

　
製
材
等
の
登
録
認
定
機
関
で
あ
る
全
国
木
材
組
合

連
合
会
は
、
五
月
三
十
一
日
付
で
、
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に

基
づ
く
工
場
認
定
を
行
い
、中
国
木
材
㈱
の
二
工
場

が
、
初
の
Ａ
タ
イ
プ
の
工
場
と
な
っ
た
。
認
定
品
目

は
、二
工
場
と
も
人
工
乾
燥
構
造
用
製
材
と
機
械
等

級
区
分
製
材
の
二
品
目
。こ
れ
に
よ
り
認
定
業
務
が

緒
に
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。

　　　　　　目
　　　　　　　　次

一
面
　　登
録
認
定
機
関
と
し
て
初
の
新

　　　　　　J
A
S
工
場
を
認
定
　　緑
の
募

　　　　　　金
に
協
力

二
面
　　景
気
浮
揚
の
住
宅
税
制
を
要
望

　　　　　　木
材
価
格
表
示
委
員
会
活
動
は

　　　　　　じ
ま
る

三
面
　　製
材
工
場
統
計

四
面
　　景
況
調
査
　　お
し
ら
せ

　
Ａ
タ
イ
プ
工
場
は
、
自
ら
格
付
・
検

査
の
す
べ
て
を
実
施
で
き
る
工
場
で
あ

り
、
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
工
場
の
本
来
の

タ
イ
プ
。

　
全
木
連
は
、
昨
年
、
登
録
認
定
機
関

と
な
り
、
そ
の
後
、
工
場
資
格
者
の
養

成
研
修
な
ど
所
要
の
準
備
を
経
て
、
本

年
初
め
よ
り
認
定
申
請
の
受
付
を
開
始

し
て
い
た
。
中
国
木
材
の
二
工
場
は
、

書
類
審
査
、
工
場
実
地
審
査
を
経
て
、

五
月
二
十
四
日
の
「
認
定
審
査
委
員
会
」

で
審
査
の
結
果
、「
製
材
、
押
角
及
び
耳

付
き
材
に
つ
い
て
の
製
造
業
者
の
認
定

の
技
術
基
準
」
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
、
今
回
の
認
定
と
な
っ
た
。

　
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
は
、
従
来
の
国
の
認
定

に
か
わ
っ
て
、
登
録
認
定
機
関
が
工
場

を
認
定
す
る
こ
と
か
ら
、
全
木
連
に
と

っ
て
も
、
初
の
認
定
行
為
と
な
る
。

　
全
木
連
で
は
、
本
年
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
、
名
古
屋
、
横
浜
、
大
阪
の
順

に
開
催
し
た
「
木
と
暮
ら
す
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売
上

な
ど
を
「
緑
の
募
金
」
に
寄
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
六
月
六
日
、
久
我

会
長
か
ら
国
土
緑
化
推
進
機
構
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
た
。

　　　全木連久我会長より国土緑化推進機構

大島常務に目録を贈呈（全木連事務所にて）

　
中
国
木
材
は
旧
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
は
製
材
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
今

回
、
国
内
製
材
最
大
手
の
同
社
が
新
Ｊ

Ａ
Ｓ
で
認
定
を
受
け
た
意
味
は
大
き
い
。

　
認
定
さ
れ
た
工
場
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

　
▼
中
国
木
材
株
式
会
社
・
郷
原
工
場

＝
認
定
品
目
①
人
工
乾
燥
構
造
用
製
材

（
生
産
予
定
数
量
二
十
一
万
k
、
格
付

予
定
数
量
十
四
万
七
千
k
）
②
機
械
等

級
区
分
製
材
（
生
産
予
定
数
量
二
十
一

万
k
、格
付
予
定
数
量
十
四
万
七
千
k
）

　
▼
中
国
木
材
株
式
会
社
・
第
五
工
場

＝
認
定
品
目
①
人
工
乾
燥
構
造
用
製
材

（
生
産
予
定
数
量
七
万
k
、
格
付
予
定

数
量
四
万
九
千
k
）
②
機
械
等
級
区
分

製
材
（
生
産
予
定
数
量
七
万
k
、
格
付

予
定
数
量
四
万
九
千
k
）

　
各
会
場
で
、
出
展

者
な
ど
か
ら
提
供
さ

れ
た
家
具
な
ど
の
木

工
品
を
、
来
場
者
に

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
販

売
し
た
も
の
。
募
金

の
額
は
百
万
円
余
。

　
目
録
を
受
け
と
っ

た
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
大
島
常
務
理
事

は
、「
有
効
に
活
用
し

た
い
。
環
境
保
護
は

世
界
的
な
問
題
。
そ

の
た
め
に
も
木
材
の

利
用
推
進
を
は
か
る

こ
と
が
重
要
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拡
充
を
要
望

　　住
宅
投
資
に
係
る
税
制
措
置
の

　　　　　　木
材
価
格
表
示
検
討
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　委
員
決
ま
り
６
月
に
初
会
合

　
全
木
連
検
査
部
が
運
営
に
協
力
し
て

い
る
全
国
木
材
防
虫
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会
、

全
国
木
造
住
宅
機
械
プ
レ
カ
ッ
ト
協
会

の
通
常
総
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
月
四

日
、
十
二
日
に
都
内
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト

ラ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
や
Ａ
Ｑ
認
証
工
場
の
団

体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
普
及
啓
発
や
品

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
全
木
連

と
し
て
支
援
協
力
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

　
各
総
会
と
も
、
来
賓
多
数
の
出
席
の

も
と
で
、
所
定
の
議
案
を
承
認
決
定
し
、

無
事
終
了
し
た
。

　　Ａ
Ｑ
説
明
会
に

　　　　　　二
十
数
社
参
加

　
Ａ
Ｑ
認
証
の
実
務
を
担
当
し
て
い
る

全
木
連
検
査
部
で
は
、
五
月
二
十
八
日

に
説
明
会
を
開
催
し
た
。
保
存
処
理
及

び
プ
レ
カ
ッ
ト
の
Ａ
Ｑ
認
証
を
新
た
に

受
け
よ
う
と
す
る
工
場
関
係
者
ら
約
二

十
社
が
参
加
、
制
度
、
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
等
関
係
諸
団
体
の
総
会
開
催

　
農
林
水
産
省
五
月
十
日
公
表
の
「
製

材
基
礎
統
計
」
に
よ
る
と
、
平
成
十
三

年
末
の
国
内
の
製
材
工
場
数
は
、
前
年

よ
り
六
百
七
十
八
工
場
減
少
の
一
万
一

千
十
四
工
場
で
あ
っ
た
。

　
出
力
規
模
別
で
も
、
従
業
者
規
模
別

で
も
、
各
階
層
と
も
工
場
数
が
減
少
し

て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
業
者
総
数
は
前
年

工
場
、
国
産
材
外
材
併
用
工
場
、
外
材

専
業
工
場
と
も
工
場
数
、
素
材
入
荷
量

が
減
少
し
た
。

　
製
材
品
の
出
荷
動
向
で
は
、建
築
用
、

土
木
建
設
用
、
木
箱
仕
組
板
・
こ
ん
包

用
、
家
具
・
建
具
用
、
そ
の
他
用
い
ず

れ
の
分
野
と
も
減
少
し
た
。

　　　　平
成
13
年
の
製
材
工
場
数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
万
一
千
十
四
工
場

　
森
林
所
有
者
等
が
自
己
が
保
有
す
る

立
木
と
一
体
と
し
て
伐
採
す
る
こ
と
が

可
能
な
立
木
を
取
得
す
る
の
に
必
要
な

資
金
を
貸
付
け
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

林
業
改
善
資
金
の
運
用
を
改
正
し
て
で

き
た
「
木
材
安
定
供
給
資
金
」
が
そ
れ
。

　
こ
の
制
度
は
、
森
林
所
有
者
等
が
相

当
量
の
立
木
を
確
保
し
た
う
え
で
、
木

材
製
造
業
者
と
の
間
で
木
材
の
供
給
に

関
す
る
取
決
め
を
締
結
で
き
る
よ
う
に

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
木
材
の
安
定
供
給

を
図
る
の
が
ね
ら
い
。

　
「
一
体
と
し
て
伐
採
す
る
こ
と
が
可

能
」
と
は
、
地
形
そ
の
他
の
自
然
的
条

件
や
林
道
そ
の
他
の
林
業
生
産
の
基
盤

の
整
備
状
況
か
ら
み
て
判
断
さ
れ
る
こ

と
。

　
貸
付
限
度
額
は
、
立
木
取
得
価
格
の

百
分
の
八
十
相
当
。
償
還
期
間
は
五
年

以
内
だ
が
、
木
材
の
供
給
に
関
す
る
取

決
め
の
期
間
に
応
じ
て
決
ま
る
。

　立
木
取
得
に

　　　　　　無
利
子
融
資

　　木
材
の
安
定
供
給
を
促
進

　
全
木
連
及
び
全
国
木
材
産
業
政
治
連

盟
で
は
、
依
然
と
し
て
景
気
低
迷
感
の

強
い
木
材
産
業
の
現
状
か
ら
の
脱
却
を

め
ざ
し
、
税
制
改
革
論
議
で
の
「
経
済

活
力
再
生
に
向
け
た
緊
急
的
・
時
限
的

な
措
置
」
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
投
資

に
係
る
税
制
措
置
の
拡
充
に
つ
い
て
、

自
民
党
ほ
か
関
係
先
に
、
五
月
三
十
一

日
に
要
望
し
た
。

　
要
望
事
項
は
、
次
の
二
点
。

　
一
、
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
贈
与
税

特
例
の
拡
充
＝
住
宅
取
得
資
金
等
の
贈

与
税
の
特
例
を
現
行
の
五
分
五
乗
方
式

（
五
百
五
十
万
円
ま
で
非
課
税
）
か
ら
、

十
分
十
乗
方
式
（
一
千
百
万
円
ま
で
非

課
税
）
に
拡
充
さ
れ
た
い
。

　
二
、
現
行
住
宅
取
得
促
進
税
制
の
拡

充
＝
ア
、
住
宅
ロ
ー
ン
税
額
控
除
制
度

に
つ
い
て
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
取
得
す

る
場
合
や
転
勤
者
が
再
び
居
住
の
用
に

供
し
た
場
合
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

イ
、
ロ
ー
ン
期
間
要
件
「
現
行
の
十
年

以
上
」
を
「
三
年
以
上
」
に
短
縮
す
る

と
と
も
に
所
得
要
件
「
現
行
の
三
千
万

円
」
を
撤
廃
す
る
。

　
要
望
先
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
自
由
民
主
党

　
税
制
調
査
会
＝
会
長
・
相
澤
英
之
、

小
委
員
長
・
宮
下
創
平
、
野
呂
田
芳
成
、

衛
藤
征
士
郎
、
塩
崎
恭
久
、
江
藤
隆
美
、

武
藤
嘉
文

　
林
政
調
査
会
長
＝
谷
洋
一

　
総
合
農
政
調
査
会
長
＝
堀
之
内
久
男

　
農
林
水
産
部
会
長
＝
金
田
英
行

　
衆
議
院
議
員
＝
河
村
建
夫
、
松
岡
利

勝
、
中
川
昭
一
、
赤
城
徳
彦
、
田
野
瀬

良
太
郎
、
二
田
孝
治

　
参
議
院
議
員
＝
太
田
豊
秋
、
若
林
正

俊
、
松
谷
蒼
一
郎
、
日
出
英
輔
、
福
島

啓
史
郎
、
金
田
勝
年

▼
農
林
水
産
大
臣
＝
武
部
勤
、
副
大
臣

＝
遠
藤
武
彦
、
国
土
交
通
副
大
臣
＝
佐

藤
静
雄
、
厚
生
労
働
副
大
臣
＝
宮
路
和

明
、
内
閣
府
副
大
臣
＝
松
下
忠
洋

　
本
誌
既
報
の
と
お
り
、
全
木
連
で
は

木
材
価
格
の
表
示
問
題
に
つ
い
て
、
委

員
会
を
設
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
委
員
が
決
ま
り
、

六
月
下
旬
か
ら
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
検
討
内
容
は
、
①
各
流
通
段
階
に
お

け
る
現
在
の
表
示
方
法
の
利
点
と
問
題

点
②
木
材
価
格
に
関
す
る
消
費
者
の
考

え
方
と
表
示
変
更
の
問
題
点
③
木
材
業

界
・
消
費
者
の
啓
発
用
Ｐ
Ｒ
の
手
法
　―

な
ど
。
八
月
に
は
中
間
報
告
の
予
定
。

　
委
員
は
次
の
と
お
り
（
順
不
同
、
敬

称
略
）。

　
有
馬
孝
禮
（
東
京
大
学
）、金
子
真
治

（
金
子
製
材
）、高
田
庄
一
（
三
富
木
材
）、

多
田
邦
彦
（
多
田
木
材
）
、
阿
部
信
義

（
阿
部
材
木
店
）、青
木
勝
廣
（
三
宏
木

材
工
業
）、能
登
五
郎
（
東
京
新
宿
木
材

市
場
）、岡
智
（
日
刊
木
材
新
聞
社
）、丸

山
忠
栄
（
建
設
物
価
調
査
会
）、田
所
義

男
（
日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
）、犬
伏

由
利
子
（
消
費
科
学
連
合
会
）、後
藤
隆

一
（
全
木
連
）

よ
り
六
千
六
百
三
十
二
人
減
少
し
て
六

万
六
千
九
百
九
十
三
人
と
な
り
、
一
工

場
当
り
従
業
者
数
は
前
年
よ
り
〇
・
二

人
減
少
の
六
・
一
人
と
な
っ
た
。

　
総
出
力
数
は
減
少
し
た
が
、
一
工
場

当
り
の
出
力
数
は
若
干
増
加
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、

同
様
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
工
場
の
種
類
別
で
は
、
国
産
材
専
業



分別解体・再資源化の手続きの流れ概略 
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検
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製材用動力の出力階層別工場数及び総出力数 実数：工場
比率：％

単位 {

年　　次
製材用動力の出力階層別工場数

計
7.5～
22.5kW未満

22.5～ 37.5～ 75.0～ 150.0～ 300.0
37.5 75.0 150.0 300.0 kW以上

製材用動力

の総出力数

実　　　　数

対前年比

構　成　比

平．8
9
10
11
12
13

平．8
9
10
11
12
13

平．8
9
10
11
12
13

14　028
13　494
12　810
12　288
11　692
11　014

96.3
96.2
94.9
95.9
95.1
94.2

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

1　349
1　294
1　225
1　195
1　137
1　048

96.8
95.9
94.7
97.6
95.1
92.2

9.6
9.6
9.6
9.7
9.7
9.5

3　141
3　029
2　848
2　740
2　635
2　529

94.7
96.4
94.0
96.2
96.2
96.0

22.4
22.4
22.2
22.3
22.5
23.0

5　296
5　100
4　871
4　678
4　406
4　092

96.8
96.3
95.5
96.0
94.2
92.9

37.8
37.8
38.0
38.1
37.7
37.2

2　488
2　365
2　233
2　084
1　991
1　888

95.8
95.1
94.4
93.3
95.5
94.8

17.7
17.5
17.4
17.0
17.0
17.1

1　190
1　133
1　078
1　040
980
918

96.5
95.2
95.1
96.5
94.2
93.7

8.5
8.4
8.4
8.5
8.4
8.3

千kW
1　196
1　171
1　120
1　082
1　039
991

97.7
97.9
95.6
96.6
96.0
95.4
注）
85.3
86.8
87.4
88.0
88.9
90.0

564
573
555
551
543
539

102.0
101.6
96.9
99.3
98.5
99.3

4.0
4.2
4.3
4.5
4.6
4.9

　　注：製材用動力の総出力数の構成比欄の数値は1工場当たり出力数（kW）である。

　
建
設
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

「
分
別
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
必
要

と
な
っ
た
。「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

今
年
の
五
月
三
十
日
か
ら
、
分
別
解
体

等
及
び
再
資
源
化
等
が
義
務
付
け
ら
れ

た
も
の
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木
材
な
ど
の
特
定

建
設
資
材
を
用
い
た
建
築
物
等
の
解
体

工
事
、
そ
れ
ら
資
材
を
使
用
す
る
新
築

工
事
等
で
、
一
定
規
模
以
上
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
特
定
建
設
資
材
廃
棄
物

（
木
材
も
含
ま
れ
る
）
の
基
準
に
従
っ

て
工
事
現
場
で
分
別
し
、
再
資
源
化
等

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
対
象
と
な
る
工
事
は
、
八
十
g
以
上

の
建
築
物
の
解
体
、
五
百
g
以
上
の
建

築
物
の
新
築
・
増
築
、
一
億
円
以
上
の

建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替
（
リ
フ
ォ
ー

ム
等
）、五
百
万
円
以
上
の
そ
の
他
の
工

作
物
に
関
す
る
工
事
（
土
木
工
事
等
）。

　
た
だ
し
、
木
材
が
廃
棄
物
に
な
っ
た

廃
木
材
に
つ
い
て
は
、
工
事
現
場
か
ら

最
も
近
い
再
資
源
化
施
設
ま
で
の
距
離

が
五
十
㎞
を
超
え
る
場
合
等
に
つ
い
て

は
、
縮
減
（
焼
却
）
を
行
っ
て
も
よ
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
距

離
の
ほ
か
、
輸
送
が
難
し
い
場
合
な
ど

も
含
ま
れ
る
。
縮
減
の
方
法
は
焼
却
以

外
に
も
あ
る
が
、現
実
的
で
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
措
置
の
背
景
に
は
、
廃
棄
物

が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
建
設
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
全
体

の
排
出
量
の
約
二
割
に
当
た
り
、
そ
の

量
は
全
国
で
年
間
約
八
千
五
百
万
ト
ン

に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
東
京
ド
ー
ム
の
約

五
十
個
分
に
相
当
す
る
膨
大
な
量
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の

約
六
割
が
建
設
廃
棄
物
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
は
残
存
容
量
が
少
な
く
、
残
余
年
数

は
全
国
で
三
・
七
年
、
首
都
圏
で
は
一

・
二
年
分
し
か
な
い
。

　
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
全

体
で
約
八
割
だ
が
、
木
材
に
つ
い
て
は

低
い
。
木
材
は
建
設
廃
棄
物
排
出
量
全

体
で
は
六
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
再
資
源

化
率
は
三
十
八
％
（
平
成
十
二
年
）
で

あ
り
、
排
出
量
の
多
く
を
占
め
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
に
比
べ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
率
は
は
る
か
に
低
い
。

　　　　建
設
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト

　　　　　　　　　　　　　　　　５
月
30
日
か
ら
法
律
で
義
務
化



 

お役に立ちます林業信用保証  
造林・育林業（※）、素材生産業、製材業、薪炭生産業、林業種苗生産業、きのこ生産業、 
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お問い合わせ下さい。（※　平成12年10月からの新規対象） 

林材業専門の保証機関  

農 林 漁 業 信 用 基 金  
後　楽　事　務　所（林業部門） 
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〒112-0004　東京都文京区後楽1-7-12（林友ビル5階） 
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全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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5月分集計表
モニター数131　　回答数85　　回収率65％

増加12％（10）
増加　9％（　8）
上昇　2％（　2）
上昇　7％（　6）

増加23％（20）
増加21％（18）
上昇　1％（　1）
上昇　2％（　2）

変わらず52％（44）
変わらず50％（42）
変わらず82％（69）
変わらず78％（66）

変わらず58％（49）
変わらず55％（47）
変わらず88％（75）
変わらず86％（73）

減少36％（31）
減少41％（35）
下降16％（14）
下降15％（13）

減少19％（16）
減少24％（20）
下降11％（　9）
下降12％（10）

　5％（　4）
　6％（　4）
　1％（　1）
　0％（　0）
　4％（　3）

47％（36）

80％（59）
80％（51）
71％（46）
60％（43）
78％（52）

49％（37）

15％（11）
14％（　9）
28％（18）
40％（29）
18％（12）

4％（　3）
モニター数114　　回答数71　　回収率62％

増加23％（16）
増加13％（　9）
上昇　1％（　1）
上昇　8％（　6）

増加18％（13）
増加14％（10）
上昇　1％（　1）
上昇11％（　8）

変わらず49％（35）
変わらず52％（37）
変わらず79％（56）
変わらず75％（53）

変わらず75％（53）
変わらず72％（51）
変わらず95％（67）
変わらず85％（60）

減少28％（20）
減少35％（25）
下降20％（14）
下降17％（12）

21％（　8）
　0％（　0）
　5％（　2）
　4％（　2）

50％（11）

61％（23）

78％（28）
66％（33）

36％（　8）

18％（　7）
　0％（　0）
17％（　6）
30％（15）

14％（　3）

100％（25）　

　青
森
、
岩
手

　　　新
組
織
で

　　　　全
木
連
に
再
加
入

　　小
笠
原
の
自
然
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　　　　　　お
し
ら
せ
　

　
小
笠
原
諸
島
は
、
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
ほ
か
で
は
見

ら
れ
な
い
固
有
の
生
態
系
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
移
入
の
植

物
種
が
分
布
を
拡
大
し
、
貴
重
な
生
態

系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

う
。

　
小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
七
千
　　を
管

理
す
る
関
東
森
林
管
理
局
東
京
分
局
で

は
、
小
笠
原
母
島
の
国
有
林
に
お
い
て
、

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
る
移
入

植
物
の
ア
カ
ギ
駆
除
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
期
間
は
、
七
月
十
四
か
ら
十
九
日
。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
も
あ
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
一
般
の
方
に
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

　
ア
カ
ギ
は
常
緑
性
高
木
で
、
直
径
五

十
㎝
、
樹
高
二
十
ｍ
の
も
の
も
あ
る
と

い
う
。

　
応
募
締
め
切
り
が
残
念
な
が
ら
本
紙

の
発
行
日
以
前
な
の
で
間
に
合
わ
な
い

が
、
関
心
の
あ
る
向
き
は
、
東
京
分
局

の
指
導
普
及
課
に
問
い
合
せ
ら
れ
た
い
。

ha

　
県
木
連
組
織
の
再
編
を
行
っ
た
青
森

県
と
岩
手
県
で
は
、
従
来
の
協
同
組
合

連
合
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
協
同
組
合
に

移
行
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
両
団
体
と
も
平
成
十

三
年
度
で
全
木
連
を
脱
退
し
た
上
で
、

十
四
年
度
よ
り
新
組
織
で
加
入
し
た
。

減少　7％（　5）
減少14％（10）
下降　4％（　3）
下降　4％（　3）


